
 

                

 

令 和 ６ 年 ４ 月 １ ７ 日 

                            札 幌 開 発 建 設 部 

 

 

国道２３０号定山渓拡幅 ４車線開通後の整備効果について 

～交通混雑の緩和や観光の活性化に寄与～ 

 

 

 
 

■開通後の主な整備効果 

定山渓拡幅 ４車線拡幅による混雑の緩和 

○観光期における定山渓温泉付近の「渋滞が解消」しました。 

［整備前］約２ｋｍ   ⇒ ［整備後］渋滞無し 

○「旅行速度が向上」しました。 

［整備前］14.3km/h  ⇒ ［整備後］39.7km/h   

○「冬期の所要時間の定時性が向上」しました。 

［整備前］44～81 分（37 分）  ⇒ ［整備後］42～65 分（23 分） 

（参考）定山渓国道 ４車線拡幅の歴史 

○札幌市中心部から定山渓までの所要時間が「約 50 分短縮」しました。 

［平成４年］約 99 分   ⇒ ［令和５年］約 49 分 
 

 

 

【問合せ先】国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 

道路計画課長   佐藤
さ と う

 文
ふ み

俊
とし

（電話番号 011-611-0239 ダイヤルイン） 

広報官      多積
た つ み

 浩
ひ ろ

大
たか

（電話番号 011-611-0279 ダイヤルイン） 

 
札幌開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/ 

令和５年３月２４日（金）に４車線開通した国道２３０号定山渓拡幅について、開通

後の観光期の状況を踏まえた整備効果をお知らせします。 












